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君!年5園担度(平日開催予定九開.日時や鳥島薦

は凋催時に遠路.
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{定 員}約四人(通牢で受鶴?怠る人事前!:.領逮考}

iモ@他1タ泊費会どの明刷4ついては白己負狙

同し也み}受線$筆暑の住所氏名年飴性別 通路.
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国自の臼jに聞かれWT.:::J-;:l， (渇ノ泊陸よ闘

・スタート怒らやま犬通り折り返し)と怒る通硲で

日J'f1l!l9鴎IJ'Sll時の間

・函週行策止と怒。..・

怒らやま大通り《た週行線制

区岡"片側2・個展の交玄週

行と怒り!II~ . !Jt・ø..賢

官間借j去に従ってく白山
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日岨と航

俸のあっf之さ当時 平根賓の役人たち隠日の凶とともに

仕事につ聖 墨 に 晴 コe'開削していました.問じ

ように 目の凶と鈴に事領官陣内ぞ附観付舎で厳鎗し

酬に肌、c叫す

とを 3月幻日出午前6持、 8時(閣支中止}

"'50人 ，.. ....奈良国立文化財婿究所現員

Z字紙富『アフレスコ画教室』

.，唱団く?支配して置か間関てきた 「アフレ

スコ圃這Jにチャレンジ.定書噴と飼料でレンガ忽どに.

を箔きます. きれてもしMい組畿で.mし亡くf詰"

とを雪 3 fl17UUω(爾天中止} 惨定員 中字会主以下

山人 ，哨ち鋼一貧農，.ド *入"パレ 7 ト 鉛筆下・H ，'1"1‘' 

剛笛・=

) 

ヘ• 

t空間同開民間悶Jを討に開閉

闘で組問匂川町んでし吋 ...即

聞き回目りのイメー珂問視してく出O.
.秀，ζ"E念品ラあります.

日 ---31!17剛{眠中止}

川働問i伺人

掴居め〈戸内 f-J1l:l!lii宮崎内 η (J)が持.， a

句会」

砂定員一短 欧悌句

日世主.・.'.旬川閣で写‘'留を憾む零緩奮クイズラン 「ジ ョイフルマラソンJ
制限嶋崎".網包.，内lご約 ，~わコ スを蓮，.

.臨クイズ問団ぎれ その:iEM. I ~応じてピン

コカード沙問問.岡山日ピンゴゲーム

犬舎でし必くくっ.錨争で'"茅く乗しめるマラソンです.

とを 3月21IJω(珊天中止} 砂定員約‘凶のコ

ス日:;;:~廿山人】グループで山人

r酋衝奈良の文化財jC世界遺産量鐙を配念して 市観光脳会わ伺をま..

組側 2千円 {食事付)

コースC とを… 3 月"日開~口日~ ・行e先…波

踊滞日脚臨時閉げllJ，Itali臨念館

I>ll!:A")O人 ，.組剥 2万円"泊4食付)
{噂し酬 往復i川崎望コース酬明崎

健別電信書号を，降、て 2月U"まで4市岡光箇会{守

跡822~上三条町13-1 ø21_8旧)へ. 多い.IIitl~輔.

，符管先…平織宵務

.測定段着元興.，

間貝"'40人'.

コスA とを 3月'"日関 砂行き先 平機富跨

克明:>tA-if':語 {体徳}各天象眼副大寺軒招鍵寺

象師寺興緬寺"歯) ・定員---40人 ・・組斜…2

4千円〔食事'"

コース白 と1!-"3月'"日附
盈武光明皇后 先仁各天皇駿

東大J手法厳寺大変，'"(.11¥) 
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次の予防機健，網棚1甘えで行います 得

幅制盆'"酷"です.

三条大路鶴一了目H

情センタプ 巳全摘甫-T包)-30 D ~~- 1111) 
山 積 慨 に 向 一 了 白 1-28 D34-1111) 
総合醐輔センター (僻町519-5 ft33-787SJ 

から1さの悩みよるす相10
tを人情T.t1'.1;づく劇剛欄

畑山川悩み叫i>AI'附 Lて

"さき"，医旬iよる・別鮒麟が受げられ

ま寸希健符1'''+際金纏"寸

・とを ，R，ll!.A:;T-後 t時 f--4時 ・

tニろ i隅セν，一 同.咽以上

の人 ，喰い込み…司..で市投高・a増a・
2・へ.

胃が ん 検 2参
...駆め這...です

後値目を予約"鯵爆をもらって 1・吋....3';;1:以上の人'"錫IHlO 惨

(t!さい叩岨削と縄問輔の休診 l四聞'".-1 kl 晴酬 "，叫a
11 ...t川上旬時"聞日I:ll，.<1 I叩晴山.綿織 11:鳩 山

畑書と予2・3事 母子'霊園衡す餅，縛，で f I .l傷め人は.れ(取し込み時I:'I'L出"
どもの・，.紋'めよ〈わかる人が同riLで 1・・し込白…電磁で2月'"までl'<I!健常

(I.!~ ，' . I ...."..，，"" 
通姐・~'(;いと受'"ちれ 2 ぜんの守 司F

成"・"月 1Hl J;\陽.，λ tl~..の事情

で週四唱叫い人は 市開 耐 骨 造

絡してく吃，ぃ.

. ，号予."担金~" ..11仁『予防縛種とて5
どもの嗣J(-J;. (緩んで畳間〈出ぃ.

『予防催権と子どもの・・1を仰q てい

"、人は骨子脇佳櫨取町冊い昆雌.閣Sた

jJjll1li!'i."'1I柑均一3て〈目、"

c'司副にコ似て>'fIllS..11I511l:l1t 
に金書れた F で格槽が~rしてい会い人"

;e1J.を号著作しま寸ので @子・・γ.債を
得。て閥復へ事て〈だきも@

成人樹科健康結節

崎製医師が柑被1'"ιC'"f"o flL・..

伊・・歯 入れ・などロl圃寸る，.ごとの

ある人"気峰。 糊撮して〈どきい.If，>'!L 
.惨と医旋の創作はできまぜん}

"と四ヒ宵曹 2 川川"

日 イ"附健酎センけタ一 .帽 一川以上旬

人 岬 ゆ 明で畑山0"、.
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いきいき・5そうよJ
~ C I!'" 2 !llll!cI:>'川'"嶋一日 H 
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，.瞭(ペヲぴん}広喝 ，慢の会"子剣
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..'。密裏".句まぜん また 現金治.

中の人温AI手術，受けた人e繍曾検.

O山人u.t岨冊目〈だが。

新生冗・妊産婦鶴間

氏・・ rt..-1!'"で踊んでいる..毎ん
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削"までの1i4¥1'. 同し帥一母子手
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備をi ・・し込み…電訴で 2)1'・固まで
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8V， どで悶憾の..を-t>>~れた人U

受診の必-I!IJ"旬奮ぜん.11" II僅割合.

中の人 過iOl:f-I借金受'"ヒ人や精密機.

になっ良川 崎叫して〈白い

III 室貌 教
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叫.悶 H~'7 811で"として4
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問団!Lr時開」柑措もて 2
月別口t市酬陣岨o"-..，，，.
合IHUI

自 の 健 康 相 殴日

開閉削酬で欄~ 11". 

・とl!""2月 9~~時千後 2 ・" .時 ，と

こる一il;l.1l'・-会メヂイカルセ〆 ，- ，橿原

市1 ・飼い'0ぜ一 ・医師会内..鴨魁

舎の.函さん InQH4-22-850

" .、.
隊演会 rl商事中を予防する

包微生活j
..，臥桝附畑傘晴会 付 .

.CI!'u2J!1111¥.iJ-t後2時一 岬 吋

こる ~'L Il'司. "' -'- (町 .
F帽 ...a;a:-f肺ゆを予防す日世論J

a御園開e・z・.痢，ンター内栴局面血..

円・E受の‘怪 ，さA ・絢盆….，ヰ ・

.し込み 不要 惨飼いeゎぜ…陶会..

!i.¥ 1..07‘J-62-Q525)へ.



奈良市ポイ捨て防止に関する条例

美イ
空き缶やたばとの吸い殻拡どの猷乱を防止する「奈良市ポイ捨て防止に関する条例J

に基づく実化促進箆点地胡ζ、平成11年2月1日からJR奈良駅西日広場、 三条本

町交差点~ーノ鳥居交差点の三条通りと猿沢池周辺を新た追加しました.新しく指定

されたのは下図の池蛾です。

との地域内では ポイ鎗て行2追わ多様止され 飲料等自動販売機には回収容器の股置

等が襲務付けられます。とれらの違反に対して伺金の適用もあbます。

美しし1奈良のまちをつくるため み忽さんの協力をお願いします。

=いままでの美化促進重白地減

です。

=今回美化促進重点地織として

鉱大きれた地織です。
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